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チリパワダー、ターメリック，、30播5 

のスパイスがブレンドされたルーは中次々と出来上がるミートボール e ざす 
西さんご夫妻の特製 n がは女の子だネ〇 



とある n _ n 。 作曲家、つのごうじさん（上砂町)のお宅に集まったこど^たち 
と本場スリランカのカレー作りに挑戦した。ご主人がスリランカ出身である中 
两さんご夫蒌のご指導のもと、大騷ぎの末にようやく完成した2種類のカレ 
一。お味の方も大满足0そしておかわり続出。インスタンけレトルトの味しか 
知らなかったこどもたち。どうだい、みんな。本物ってちがうだろ？ 


上砂町のこどもたちと 
本格 カレーを たのしむ 







U 字型の音叉（おんさ）の霤さを籟り 
に、狂つだ弦に生じる「ラな0」を靜め 
る。若き日にウイーンの楽器エ*でビ 
アノの構造から学び、この道28年〇ま 
す、演奏者の為に〇そして演奏が進み、 
拍手_采で幕を閉じ、吉田さんはここ 
で初めて®をなでおろす。 




耳がモノを言5 

厳し口修練や経験 C 3 T 5 X ： 将ち得だ厂菲/^耳' 
人知れす、私たち C 豊かさや安心を与えて<れる、技ある耳 
3后3日「みみ」の日は、“聴こえる”ということ 
そして、耳のはだらきを見つめ直す 
絶好の機会にちガし\ありません。 


企 


安全をまもりつづける耳 

小島勝利 3 AX 57) 

■立川市役所水道部 


ライフライン、 7 X の道を守って40年〇棒 
状音調》と呼ばれる鉄の棒で、水漏れ 
箇所を瞬時 I こ判別> 大事を防ぐ。/ \イテ 
ク裱器の導入でこの技（わざ)を使う人 
は少な<なったが、正確さ、対®の早さ 
において、まだまだ機械ぬ」«さんの目 
を造い越せなし、 
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月刊 • えくてびあん-立 JII と語ろう • 立 JII に生きよう 


通巻128卷 



▲若山旅入氏近 KC 95 ベスト立 /UA • 展から） 詩情あふれる4月になりそうです。 



ふ t 路维をみると，川とも T 水ともつかない堀のような* 
が较いている <7?具右) 0 さらにその溝から、地面に羿る石の 
踊り場のようなものがあちこちに （V« 左}。茁十兄町.柒蚜 
町あたりに多く兒られるこの*「柴崎分水』は.いにしえの 
水道跡である B 各戸の前に造られたこの踊り場は、当時の「淹 
し台」といったところか a 今でも初5には水が流れ、利用し 
ている家もあるという，二百年も荊のものが.路端に乎51な 
顔して残っている。いいなあ 

WATCHING 


真扣苑だより 


_冩士銀行立 JN 支店 
||| WW2-4-6 «24-312^ 


第ーデパート SFIffft ンター 
播町 2-2-25 027-2021 


日の出屋本店 

拓町 2-2-18 022-3308 


頃茶ア八ン 

W 町 2 - 17-15 027-4479 


住友銀行立川支店 
皭町 M7-15 022-6171 


びあ 


,し 51 

人がゐて、街があります。 

像’ あなたがゐて、立川があります。 

% そこにちょっとだけ、えくてびあん/ 

: リストのお店にはいつでもえくてびあん/ 



T A P A S ■caj^estajjrant TIP-TOP 
锌印 2-2-29 CT29-0733 _ 高松© 3-27-27 025-2030 


そば背柳 ■やきやき爭 

鋁印 2 - 1-27 » 28-2345 ■ i « te ® 3 - 21-4 © 25-6658 


ステーキのリブレ ■フレンド害房 

货町 1-8 勹 027-1630 松町 3-18-2 G27-15K 


coffee shop 

鼸明 1-4-24 


遊香 

027-3840 


スーパー やなぎや 
裏松町 2-5 022-4322 


|藥容室ア 
棚 H5-21 


リス 

025-1100 


新藤宵果店 
萬松町 2 - 3-13 W22-6443 


ろちのやブルマン 

錦町卜 18-17 024-9280 


横町屋菓子店 
恥® 2-1 卜23 022-2609 


カツト八ウスボーグ 
栄® 2-59-8 036-6716 


立川文 
S 松町 2-1-23 



永光薬局 

宋 W2 - 58-7 & 36-0206 


_ ロッテリア¢11;»川日番店 
幸町 4-38 037-4413 



立川商 

店 


羽衣町 2-30 

022-3565 

羽 

みずぼ弁 

当 


羽衣町 2-3 

022-9597 

衣 

赤松タバコ店 


羽衣町 2-42 

©24-7852 


中島豆腐店 



羽衣印 2-12-34 

»22-5723 


和風しストラン馬屋 


| 職町 2-27-9 

026-3638 


rw キデイリ-ストア讪贼8 
栄町 2-46-3 036-8285 


三田花店 

ぞ町 2-5-23 —»24-4187 

[^ガミ薬局 

^町2+8 _ »25-9212 

>ルミヤスポーツ 

I 85 I 2-7-8 — Q 22-2912 

P ば高尾亭 

ド町5+31 —022-2710 

ps タイヤショップ佐藤商会 

| 幸®5鲁2 — 037-0912 

なげや立川幸店 
I 幸町 1-23-6 S 37-18 M 




ふれあいさわやか 


山粲中夬銀汗 

* 立 川 支庙* 

TI90 立川 市裏松町 2-16-13 

TEL 0425 •26-1571 




|表紙 

は 

まいあ 一と 

版画 

ランスの人! 
by 氷見富!:子 

語 

る 


東京靴流通センター 

砂川町 

037-3641 

JA 経済センター 立 JH 店 

砂川町 2-44-3 

038-1824 

みどり mil 支店 

砂川町 2-44-3 

036-1821 

ビジネス木テルクボタ 

茱崎町 2-12-23 

022-1122 

中華料理みよし 

柴埼町 2-10 

025-3873 

石原築 


柴梅町 2-10-3 

023-4067 

辅 _ 

館 

架姆町 2-12-17 

022-8100 

:;てし： 

トントン 

榮»町 2-3-3 

024-4521 

寿 司 

由 

蒙 WV2-2-8 

022-3733 

ブティック 

リッチ 

柴 町 2-3-10 

O28-2054 

キヤノン 01 シヨツブ 

柴崎町 2-3-6 

028-1501 

マ イシテイ八ウス如 《 支 3 

|柴崎町2-3~6 

026-0148 

カフIレストラン ほまれ 屋 

| 柴* 町 2-4-15 

026-2232 

ファッジ 3 ン八ウス ほまれ屋 

1柴錡町 2-4-15 

025-2788 


ぼだい樹 

柴綺町 2-4-18 _ 028-0556 

コ マツホーム 

町 2-4-6 _ 025-5811 

限茶キヤ 1 J 一 
柴 it 町 2-4-7 _ O 28-2630 

かみゆい®わ 

柴 •} 町 2-4-8 _ »22-8202 

芹沢 ガラス 店 

柴椅町 2-4-8 _〇22-3065 

小 室 園 

柴崎町 2-4-8 _ 022-2894 

立 川 ミロ画材 

柴崎 ©2-44 _〇22-6065 

マエ ダ文異 

柴》印 2-6-2 _»25-6584 

くりや 

㈣ 町2+3 — 抑**2590 

立川高等技芸学院 

榮«町 2-9-4 _ 022-3424 

ブックスしんあい 

柴筠町 3 -H _ 027-6701 

松山鲎 薬局 

雜町 3-13-25 022-2550 

こむろ酒店 

柴的印 3-14-3 _ 022-2613 

ゴンフアノン•クボ mil 店 
榮好®3-4-2 _ 027-7413 

かつ 亀 

荣«2&-7647 


京樽立 JN 南口店 
荣㈣町3+2 _〇2卜4640 

理容ふなやま 
柴«町 34-23 _»27-2780 

多摩中央信用金* 越 

柴 «®3-7-4 »28-2211 

酒処喜 泉 

鄉町3-7,6 _抑葡 

和光証券 立 JII 支店 
柴綺町 3-8-2 _ «24-1321 

紀ノ国屋 立 Jins 
若菜町 M3-2 _ 036-1604 

ふとんの甭木寝商 
若葉町 1-8-1 _〇36-6833 

エッソ 石油 ステ*•シ 3 ン 

若* 印 2-1 _ 035-3081 

いなげや若葉町店 
若蕖町 3-21-1 _ 037 -4119 

ルミネ fflll 店 1F# 付 
_町 2-1-1 _ 027-1411 

ルミネ fflll 店 2F3m 
用町 2-1-1 _ 027-1411 

NTT テレコムプラザ訓 
拓町2-卜1 _ »27-4210 

caf6 バーゼル 
W 町 M1 _ 023-3746 

バティスリー バーゼル 
•町 2-11 _ 023-3746 

ロッテリア立/丨1ルミネ 店 

KS 印 2-H W24-7433 


八木下換治 

建立地市宫野球場前 

根川緑道 

BSWJL 0 年に奔した歌集 r 基地 

* 川 j で»んだ«地を中心に推移 

する街の蠆い•「過去の M 视は、現 

在のみの点となつてしまう•邁去 

とつながらない点は未来ともつな 


「立川人」 tl ての想いだつた" 

我111#志子を助け『削作 j 網集に 

参加する傍ら♦市民文化の向. h に 

味力-*.川 ill '*: 化 Ait ゆ^:み(0»^ 

歌 2 t 『たちかわ』主宰- 

小誌発行『われら立川人 j 中の 

追怵 rrm で、谷川水¥氏は八木下 


がらない 


その立脚点は常に 




姑1 


の 

歌 

詩 


立 

1 

1 

碑 

歌 


さくらの名所、：^のみちを， 

あなたの歌ごころで泳つてみませ 

んか U 応苺は官製はがきにお一人 

二首まで。余赏1名•銀賞2名、 

銅被3名が迸ばれます。 

■ S 査 onr \ 若山旅人、谷川水車 • 

木村«|郎、野村古茂 


若1振人 

建立地立川公園内 
S 蒲圃•入口 

歌人•若 lliwe 人の蓮生は還* f の 
齡であった。 

大正！一年•父牧水、母#志子の 
良7-と L て出生。父と同じ is をた 
どる事を嫌った嵌人は、その天性 
の絵心をもって建築家の道へ 
習院搆堂、錤兜木村尾総本店など 
数々の迷篆物を sirtt •級建築士 
と L て大を成す。 

しかし運命とは ft 奇なもの。母 
»志子の死を檐に『如作 J の後棋 
問 M に is : 面した旅人は、苦. t 呻吟 
の末，約東された姓*家としての 

生活を拾て1创作 j 主宰を継承。 

昭和四4-七年，秋のことだった- 

血は争えねもの*その後、裡に 

秘めた叙悄は晡出する。 

いまや卩本歌®の£»。現在も， 

A 士兒町•一丁目に ffi 在である。 


氏に向け、こぅ is りかけている。 

「立川の文化はのろ L を上げても 

三年ももたない t ころ、あなたは 

文化興1の«跑雕ランナ|で1 

た」 

昭和六十二年没後も r たちかわ1 

U 较く。歌ごころは街に根 It いた。 


■応 * 先/立川市 1 «岭町 41 1 5— 

4立川連合短肷仝 ff 村吉茂宛 

■締切り / 3 e : 31h 

_ 入賞^には4月 14: z の歌碑除慕 

式にて表彰、紀念品が WI られます。 

■主催 /立川市民#句会 

立川連合短歌会 


氷 a さんの 
衣祝は汕絵， 
水杉、版！：と 
多岐にわたる 
が•その倍条 
は「あくまで 
もデッサン/人物のデッサンを完 
%にこなすことで初めて衣％が出 
來るという"「デッサンで入物が描 
It るようになれば、ようやく/ E が 
描ける。花 U むづか I いんです 
よ/門外灌にはわかる術のない H 
葉だが、ただ•シンブルな線の強 
弱が釀し出す*独特の H 眵。どこ 
となく鍰いをたたぇた去悄のこの 
-1フランスの人」を 5 i れば、なる 
ほどとうなづける。 

シルクスクリ I ンで#色したこ 
の版画は、かつてフランスを遊学 
中<:描いたクロッキ—デッサンが 
モチ—フ。「ごく 0然に、なんの^ 
構ぇもなく」描いたにも関らず， 
この作 rffi 、 そめ鵂フランスの「サ 
D ン•ド♦ドンヌ J に人迸"本人 
がいちばん K い；^ 

茁山県にある氷兄さんのご戈家 
は、大 Q 然の荚1さに患まれ.そ 
の MS を求めて、若い画 { 豕たちが 
出入りしていたといラ。そんな® 
境で冇った水見さんが今•类術の 
世界に牛きているのは，ごく自然 
な*こと csltl わず' ニユ—トラル 
に描き较ける永兒さんの作品•脱 
るものの心に「ごく0然に」入つ 
てきてしまう— 



►^ IK*±rHrJ ん{右)。2月、ア—卜 

サロン四芊で两ぃた_でぉ姉«と 

い0しよ ！ T 



東風 


森淑さんとはじめてお会いした 
のは立川市民会館/: r の「アミユ 
I たちかわ匕で•索人の§方が 
モデルにな-〇て次々とステ f ジに 
J 5 らわれる，それも打奥樣は一人 
t いない • 「：兀 rfft •様」ばかりとい 
ラ、祇$わりなフアツシヨンシヨ 
|であった令次から次に«5?する 
モデルが《ている洋服は令部•森 
さんのデザイン* » s によるもの 
だから膨大なものである。しかも 
四十*以上のご婦人しか詠ない。 

? r い人は「そこらの洋服」で充分 
に戈 I い*«に少しガタがきて、 
クセも強洞される頃から本統のデ 
ザインがはじまるといぅ「森哲学」 
は立川を中心に拡がりはじめてい 
た办そして、この街だけでは器が 
小さすぎるのか•中！：大陸でも迎 
えられ*ポストカードが大時から 

へ SI くよ}になった ♦その 頃 
は r えくてびあん Jfillw 問もなく 
で、「人 j を拽して足が悴の毎 H で 
あった•森さんに初めて逢えた：：： 
は、 4 S しくて一日中こころがボカ 
ボカしていた。やがてご4-:人の清 
さん•お«さんの奈絡ちやんたち 
と家族ぐるみのお付き A . I - I いとな-〇 
てきた頃，故あって嫌&へ M され 
るといぅ。私たちは ft き恋しんだ 
が，よく嫌倉へ招んで-卜さったし、 
「えくてびあんパ—テイ—」を朗 
けば、連路瞅わず束てドさる 
::::の H ツセ—を^んで，淼さんと 
の「小さな歴史」が蘇った*•波 k 
はいっも「立川人」だ ♦デ ザイナ 
丨の玄 M に査桃の佗。 

(■•>;1!»|»男丰®彰 I 小杉和 C ; 小林*史 

AMIS •名 afell &££ S # N & 

■1田鐺|01曲 ft 子 
(写天飪武典板噍：明#上！！治 

ス， y 中 K 悴 A 罘 f 



苦山喜志子 

建立地立川市福祉会館前 
詩歌のみち水源付近 

「父が『家中の抽出 I を探 I て 
も一 K の金 t 無い j と泳つた当時 
ですら•家計がそれ程逼迫してい 
るとは私には夢にも思わぬ fe だつ 
た”それが•父に従う母の努力に 
よる一家の暖かさだつたと追懷す 


る亊が•私の生 TI で得た®要な財 
宝だった t 思ぅ」 

技男，苦山旅人は昔各* Mn い SJ 
で•母の人柄をこラ探る。 

昭和三年•夫牧水の死去にょり 
主宰誌「劁作』を椹承。以来•昭 
和四十三年八 H •八十ーネで亡く 
なるまで、 W 志子の人生は歌人と 
I て，そして銮 tl て、夫の oft 誌 
を守り絞けることにあつた" 

北口の牧水歌碑。駅を U さんで 
街の南に、*志子の »■ は建つ。 

街は?}情に a まれることになる0 



^9 l 6 c《t 入、^|贫一ーレ J>>(i 

げ C X >各ノの 、- と vf , ^ け 


1 % それ5 

タク令 r 

い，今^ f な r 

? ^ ^ i 

ぬれ“ r<^<、 〇 

4人 B 


■日時平成7年 3 C 14 日 g 

2時一 4時 

■御本鎵 • ft 如宝物館をはじめとして映画 

など盛りだくさんの用£ 

が L てございます* 

■お屮し込みは 

「えくてびあん•コンパ 

- I オン J (本誌を早洩して 

くれた人)へ。 



卒業の，節です•たくさんの友だち•た 

くさんの思い出。一抹のさび I さと•新た 

な*望を恂に槊立つたあの H ◊懐かしく思 

い出されます • 

節目の□:、三 E :。 希3 H ふくらむて一月。# 

の日若しのなか如苑<:おこしください。 

ご一緒に静かなひとときを遇ごしませんか。 

お待ち L ております。 


砂川町 


> r . 川は*！:の II しい街である。 

すく^ - J ， 天に向かつてのびている姿も美しいし、 

小 tt の先の 5 t まで織細に分かれ，类 L い細工物を. a る® 
じもうれしい•秋は tsl に吹かれて舞い敗る落'*も何とら 
風情がある" 

4川から雄倉へ移つて八年ぐらいでしようか。久しぶ 
りに立川の街を歩いてみる U 
娘が t 楽大学に入学して、住みな n た都会にさよなら 
を L て立川!:來た時•砂川 LS という棵诹を n にして、 
1 ST 芄が速くなる思いを I たことを思い出 liL た • 

もラ何年たつたのでしょうか•砂川事件で新 IW がに Yw ^ 
つていたのは"あの「砂川 J なの？まさか◊こんなに 
遠くへ引つ越 I て来て私はどうなるんでしよう*など， 
いろい6な思いが駆けめぐつて心細かつた* 

¢1川は私の七十年近い人生の中でも熟した年代で 
あ-0たし，深く心に残る街であり•また忘れ雑い方々と 
の出会いの街でもあります® 

娘時代から#みていた•中成年のためのファッション 
シ日—を荚曳出来たのもこの tt 川である•立川の女 tt は、 
何となく温かい X *地のような®じがして純であつた。海 
桃が水を圾うよラに新1い«覚を吸収1て，みるみる英 
しくなられるの V 私は sii / して眺めた* 

朝 R タウンズの中込さんにお会いしたのはその頃であ 
つた。聡明な女 ！ eiv t 京でのシヨーにも同行してくだ 
さり、いつも？ j かく協力 t ていただき忘れられない方で 



家 

謹淑 
1.森 

高 

中 : 


名れ か冬•シヨ—のモデルを快く引き受けてくだ 

に f 左のも忘れられない" 

/ 1 


ある。 

さいました I 

えくてびあん^ BE 郎さんにお会い I た Qt . t の頃 

で，何とも摩河 ii 思嫌な佃性のある方であつた。おつき 

あいの深まる毎に、その t 能1:目を兒張る思いが I た • 

興性とも[^|姓ともつかず、友人とも-1日えないょうな«;い 

所にいら<>し 1 P るかと思うと、小さいこどもの様に私に 

笑われることもしばしばで、あれからもう十¥-*久しぶ 

りでお会いして k 昨日も仝つたょうな、昨日お会いして 

も L ばらく会つていなかつたょうな不 «*. 嫌なおつきあい 

をしていただいている。 

急速 t ; 発 KL ていくこの立川の街の中で•かくれた才 

能の方々をつぎつざと-"»^川人.展』へ送り出し.街の 

発珉に尽く->ていらつしやる仕伞ぶりに g が下がる忠い 


短歌を 

募集 

します 


をしている。 

いろいろな仕車や人を思い起こしながら，玉川 h 水へ 

出る。速くの方に国立音楽人学の大きな校舍が見ぇる" 

夕«のかすかに残る空を背谞にして美しく，そして何と 

なく«:しい•今は亡％」光玉勝 d さんの「天使の ff 楽/ハ 

ンドべルの音が N 1こぇてくるょぅな ◊(» つきやすい人1: 

特有な爱想のいい笑顧を思い？?-かべる*楽しい令^のひ 

tt きも^？た • 

一時半<:立川へ降り立ってから' もう A 時平*五時問 

も歩さまわ-〇ても思い出は尽きない。 T 取の ff も高らか 

に街はひらけていくけれど，あの土の匂いはなくさない 

でほしい街である。 
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わたしの 

玉手箱 

4.富士 a 町•佐沿さんの％韻型_ 

























